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「自己点検・評価書」・「基礎資料」正誤表 
大学名：岡山大学薬学部 

 
■自己点検・評価書 

 
 
■基礎資料 

 資料番号 頁 箇所 誤 正 
1 3-3 48 2019 年度欄  データを追記 

 
  

 頁 行 誤 正 
1 2 30-31 カリキュラムポリシー カリキュラム・ポリシー 
2 12  表３－３－１－１ 修正版赤字部分 
3 16 17 科目担当教員が授業度に 科目担当教員が授業の度に 
4 20 21 SBOs に相応する教授に SBOs に相応する教授内容に 
5 24 3 学習成果 学修成果 
6 24 8 学習成果 学修成果 
7 31 26 科目数は 115科目であり、すべて

専任の教授又は准教授が担当 
科目数は 115科目であり、臨床医

薬品治療学１及び２の２科目を除

いては、すべて専任の教授又は准

教授が担当 
8 31 32 審査・採用される 審査される 
9 34 6 

（表を

除く） 

記述したように。 記述したように、 

10 48 7 コミニュティーファーマシー コミュニティーファーマシー 
11 50 表内 6 ウトリス ウリトス 
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表３－３－１－１ 教育科目区分別開講科目（修正版） 

教養教育科目 教養教育科目 

語学教育科目 英語、初修外国語（教養教育科目） 

国際連携薬学人材プログラム科目群 

人の行動と心理に関する教育科目 
早期体験学習 I、II、薬剤師倫理学、人体解

剖学、薬学セミナー、SGD 入門、救急薬学 

薬学教育モデル・コアカ

リキュラム平成 25 年度

改訂版の各項目科目 

基本事項  

 

 

専門教育必修科目 

（資料２ p36～60） 

薬学と社会 

薬学基礎 

衛生薬学 

医療薬学 

薬学臨床 

薬学研究 

大学独自の教育科目 

人体解剖学（必修科目） 

SGD 入門、レギュラトリーサイエンス、臨床

薬学演習１～３等、専門教育選択必修科目

（資料５） 

問題発見・問題解決能力の醸成のための

教育科目 

薬学研究入門、薬学基礎実習等、卒業研究

基礎実習、卒業研究実習 

 

 



（基礎資料３−３）訂正版（2021年10月25日提出）

（基礎資料３－３）　評価実施年度の直近５年間における学士課程修了（卒業）状況の実態

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

43 38 39 43 38

42 38 39 43 36

0.98 1.00 1.00 1.00 0.95

６年　　　　　 　 C 42 37 38 38 35

７年 1 3

８年 1

９年以上 1 1 1

43 41 41 40 40

0.98 0.90 0.93 0.95 0.88

[注]　

卒業までに要した
在学期間別の

内訳 
3)

卒業判定時（年度末）の在籍学生数 
1)
　  A

学士課程修了（卒業）者数　　　　　　　　   B

卒業率 
2)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 B/A

5） ストレート卒業率 ＝ （卒業までに要した在学期間が６年間の学生数）／（入学時の学生数）の値（C/D）を、小数点以下
　  第２位まで記載してください。

入学時の学生数（実入学者数） 
4)
　　  D

ストレート卒業率
 5)

　　　　　　　　 　　  C/D

1） 卒業者数は、当該年度の卒業判定会議（年度末の２月）における卒業認定者数を記載してください。
     ９月卒業などの卒業延期生、休退学者を除いた数字を記載してください。

2） 卒業率＝（学士課程修了者数）/（６年次の在籍者数）の値（B/A）を小数点以下第２位まで記載してください。

3)  「編入学者を除いた卒業者数」の内訳を卒業までに要した期間別に記載してください。

4） それぞれの年度の６年次学生（C）が入学した年度の実入学者数（編入学者を除く）を記載してください。
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